
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 2530

科目概要記入欄

1．開設大学名 安田女子大学
科目開講

キャンパス
安田女子大学

2．科 目 名

正式科目名
国際協力Ｂ

環境学―資源クライシス・気候変動

クラス名

副題
配当年次 1～4年

受入学年

旧科目名

学問分野 番号 43 名称 Ⅳ複合系 環境

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群 Ｂ群

3．担当教員名 青木 克仁

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後期

6．開講期間

曜日・時間

2017 年 9月 25 日（月）～2018 年 1 月 22 日（月）

月曜日 13：00～14：30

個別開講日

1 回目 9/25 2 回目 10/2 3 回目 10/16 4 回目 10/23 5 回目 10/30 6 回目 11/6

7 回目 11/13 8 回目 11/20 9 回目 11/27 10 回目 12/4 11回目12/11 12回目12/18

13回目12/25 14 回目 1/15 15 回目 1/22 16 回目 / 試験日 /

7．基礎知識の有無
1.「基礎知識を必要とする科目」 （ ）

②．「基礎知識を必要としない科目」

8．募集人数

（総授業定員）

5 人

（ 人）

9.定員超過時の

選考方法
書類選考

10．科目内容・

授業計画

国籍大企業、先進諸国、規制緩和と自由貿易を推進する主要国際機関による所謂「上から

のグローバリゼーション」は、謂わば「地球」そのものを敵に回すような暴走を開始して

しまいました。貧困問題や、人類の生存基盤そのものを破壊するような、気候変動をはじ

めとする様々な環境問題などの社会悪を垂れ流しながら歯止めが効かなくなっているので

す。こうした暴走に対抗するために、貧困、排除、環境劣化などの終結を目指し、「下から

のグローバリゼーション」が、まさに民衆レベルの結集によって起きているのです。この

講義では、水資源や森林資源の枯渇の問題、食糧問題、気候変動の問題を中心に新時代の

国際協力の形を模索します。

1.イントロダクション

2.責任のパラドクス

3.“人魚姫的感受性”とは何か?

4.成長を目指す経済について

5.再生可能な資源について

6.再生不可能な資源について

7.持続可能性について

8.「欲望」とは何か？

9.「お金」について

10.二つのタイムフレーム

11.経済の時間

12.自然の時間

13.自然の時間は如何に経済の時間に吸収されたのか？

14.「経済の時間」の暴走

15.新時代の国際協力：未来世代への責任

11．試験・評価方法 参加態度（30％）：ノートの作成（課題と小論文を含む）（70％）

12．別途負担費用 不要

13．その他特記事項 男子受入可

14．サテライト科目の

社会人受講について

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


